
報告書 12月10日（火）岡山フォーミュラトレーニング



ライセンステストとフルコーストレーニング

OKAYAMA

小野原悠(15)と北村有志(12)、西田光来(17)の3名がこのトレーニングに参加しま
した。この日は1日晴れ模様で、ドライコンディションの中トレーニングを実施でき
ました。

1セッション目は小野原が走行。前回のトレーニングで浮き彫りとなった課題修正
に取り組みました。しかし、攻めきれない状況が続き、期待していたほどのラップ
タイムには至りませんでした。2セッション目は北村が走行します。自身初の1時間
続けてのセッションが始まりました。走り始めから調子が良くペースも悪くありま
せんでした。まだブレーキングに課題はありますが、1期生の小野原のタイムを上回
り自信が持てる結果となりました。

お昼休みのインターバルに、前回フォーミュラトレーニングを始めた西田が岡山
国際サーキットのライセンステストを受講しました。基本操作をしっかり習得した
後にライセンステストを受けたため、スムーズに試験をクリアできました。

午後の1セッション目は小野原が走行します。午前の走りのデータとオンボード映
像を見直して、コースへ出ていきました。午前の走りが嘘のように改善され、ラッ
プタイムを大きく削ることに成功しました。

午後の走行は西田と北村を予定していましたが、マシントラブルにより走行は
キャンセルとなりました。

Onohara/Kitamura/Nishida

12月10日（火） 岡山フォーミュラトレーニング

舞洲スポーツアイランド



（ ）

 前回の課題を克服できた小野原。講師からのアドバイスを実行するまでに時間が掛かりすぎてしまってい

るので、今後はそこを改善していきたいところです。本来持っているポテンシャルは高いドライバーなので

自分を信じて更なる高見を目指してもらいたいです。

（ ）

確実に成長を見せる北村。ドライコンディションでの走行時間はまだまだ少ないながらも、先輩ドライ

バーを上回るタイムを記録し印象に残りました。まだまだブレーキングに改善の余地があり、次回以降の改

善点です。

（ ）

サーキットライセンスを取得した西田。マシントラブルによりフルコースでのトレーニングはお預けとな

りましたが、走行するための下準備は整いました。来シーズンレースデビューに向けて時間はありませんの

で、ここから効率的にレベルを高めていきたいです。
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三浦柚貴がトヨタ育成ドライバーに！

1期生の三浦柚貴（17）が、TOYOTA GAZOO Racing-DC Racing School
のドライバーズオーディションを受け、1次選考会→2次選考会→最終選考
会を合格し、TGR-DCレーシングスクールの育成ドライバーとして選抜さ
れました。

6月から1次選考会が始まり、シミュレーターでの実技試験が実施されま
した。三浦はジュニアの頃からシミュレーターの経験値が豊富にあるため、
ここでの試験は難なくクリアできました。

8月には2次選考会が始まり、ここからは実車を使用しての試験となりま
す。レベルの高い選手たちの中で始めは埋もれてしまったものの、講師陣
のアドバイスを元に走りを改善。最後にはトップタイムを記録し高い評価
を受けました。

10月にはいよいよ最終選考会が富士スピードウェイのメインコースで行
われました。最終選考会のドライバー全員がレーシングカートで実績を積
んできた選手たちでしたが、その中でただ一人三浦だけがレーシングカー
トのキャリアが無いドライバーでした。

試験初日は走り出しから好調でトップタイムをマーク。その後もトップ
争いを繰り広げました。2日目は雨の中で苦戦するも最後にベストタイムを
更新したことで評価に繋がりました。12月に合格発表があり、三浦の合格
が正式に通知されました。これで三浦は来シーズン、トヨタ育成プログラ
ムのドライバーとしてFIA-F4シリーズに参戦することになりました。
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【トレーニングを終えて】

今年最後のトレーニングが終わりました。

2021年から当スクールが開校し、最初の目標はメーカー系のドライバーになるまで育て上げることでした。

それから4年が経ち、1期生の三浦がその目標を実現してくれました。

今のスクール生たちも、これに続くべくトレーニングに励んでいます。

“世界で活躍する選手を育て上げる”という目標を掲げて、これからも続けていきたいと思います。

Junior Drive講師 白石勇樹
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